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マンションの玄閲前に 「置き配」された
荷物。厳密にいえぱ夫用部分に当たリ、
盗難破害なとの問題も詣嫡されている

コロナ禍 マンション廊下に荷物

「置き配」が問う

共用部の使い方

避
難
路
確
保
な
ど

盈
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
宋
拡
大
を
受
け
、
玄
関
先
だ
傷
以
外
の
堅
足
の
放

四
が
増
え
、
見
宋
え
へ
の
不

腐
や
、
盗
暉
防
止
へ
の
怠
識

な
ど
に
荷
物
を
四
い
て
屈
け
る
「
四
き
配
j

サ
ー
ピ
ス
の

が
邸
ま
っ
て
き
た
と
い
う
。

利
用
が
培
え
て
い
る
。
た
だ
マ
ン
シ
ョ
ン
の
均
合
は
戸
建

宅
配
ポ
ッ
ク
ス
の
設
研
ぱ

て
と
逸
い
｀
共
用
部
分
を
占
有
す
る
形
に
な
る
た
め
、
住

民
同
士
の
「
新
た
な
＾
邑
菜
め
ら
れ
て
い
る
。
従
来
、
住
民
の
意
見
が
割
れ

祠
で
玄
OOの
前

に

何

物

状

だ

。

や

す

か

っ

た

。

宅

配

ポ

ッ

ク

が
ぼ
い
て
あ
る
の
だ
ろ
う
」
。
四
き
配
は
当
初
、
配
逹
貝
ス
は
⑩
世
帯
用
で
数
十
万
t

千
菜
漿
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
不
足
に
憾
む
染
者
が
再
配
迎

1
0
0万
円
前
後
の
微
用
が

群
ら
す
男
性
会
社
口
は
、
ネ
の
負
担
戦
減
の
た
め
に
始
め
か
か
る
。
共
働
き
の
若
い
世

ッ
ト
通
販
で
注
文
し
た
涸
品
た
。
日
本
郵
便
や
佐
J
念
使
代
が
設
四
を
求
め
る
の
に
対

が
知
ら
な
い
閾
に
自
宅
前
に
の
ほ
か
、
コ
ロ
ナ
囮
を
受
け
し
、
任
宅
時
閻
の
良
い
高
齢

四
か
れ
て
い
た
こ
と
に
露
い
ヤ
マ
ト
迎
輪
も
6
月
下
句
か
世
代
が
反
対
す
る
糊
図
が
代

た
。
刃
性
は
「
盗
蝶
に
迎
わ
ら
芯
入
し
た
。
対
面
接
触
が
表
的
だ
。
だ
が
殴
近
は
「
治

な
く
て
よ
か
っ
た
」
と
限
り
避
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
安
対
策
や
対
面
接
触
を
迎
げ

返

る

。

「

コ

ロ

ナ

禍

以

降

ぱ
珀
加
願
る
コ
ロ
ナ
対
策
で
、
幅
広
い

マ
ン
シ
ョ
ン
で
ほ
従
来
、

向
」
（
日
本
郵
使
）
だ
。
住
民
の
理
解
が
lg
ら
れ
や
す

集
合
玄
関
の
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
東
京
都
練
篤
区
の
約
1
0
く
な
っ
て
い
る
J

(
マ
ン
シ

を
解
除
し
、
配
達
只
に
自
宅

0
戸
が
入
居
す
る
築
40年
の
ョ
ン
符
理
土
の
上
原
茸
雄

前
ま
で
迎
ん
で
も
ら
う
住
民
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、
図
き
配
氏
）
。

が
多
い
。
今
回
の
ケ
ー
ス
は
、
の
珀
加
に
伴
い
、
宅
配
ポ
ッ
宅
配
ポ
ッ
ク
ス
だ
け
で
対

菜
者
が
他
の
住
民
へ
の
配
逸
ク
ス
新
設
の
方
向
で
検
吋
が
応
で
き
な
い
均
合
、
廊
下
の

つ
い
で
に
無
断
で
臨
い
て
い
姶
ま
っ
た
。
生
活
協
同
組
合
使
い
方
を
耳
確
認
す
る
必
要

っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、

殿
近
以
外
の
府
物
は
宅
配
ポ
ッ
ク
も
あ
る
。
消
防
法
は
廊
下
や

は
四
き
配
の
荷
物
が
郎
下
に
ス
の
使
用
を
求
め
て
い
く
。
階
段
、
避
雄
口
な
ど
に
、
み

放
堅
さ
れ
た
ま
ま
の
光
哉
も
こ
れ
ま
で
生
協
が
玄
関
前
だ
り
に
物
を
放
磁
し
な
い
よ

目
立
つ
。
廊
下
は
共
用
部
分
に
食
材
を
皿
い
て
い
く
ケ
ー
う
求
め
て
い
る
が
、
私
的
な

の
た
め
、
厳
密
に
は
管
鯉
組

ス
は
黙
認
さ
れ
て
き
た
。
生
徊
物
を
詔
く
こ
と
自
体
は
禁

合
な
ど
の
合
怠
が
必
淡
だ
が
鮮
品
は
住
民
の
回
収
も
甲
じ
て
い
な
い
。
総
務
省
潤
防

「
鳥

に

そ
こ
ま
で
の
磁
識
く
、
盗
雉
の
対
象
と
な
る
高
庁
は
「
不
可
欠
な
の
は
避
難

は
な
い
」
（
男
性
）
の
が
現
額
品
で
も
な
い
た
め
だ
。
た
経
路
の
確
保
。
マ
ン
シ
ョ
ン

住
民
で
話
し
合
い
を

い
」
（
予
防
諌
）
と
す
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
管
碑
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
別
所
毅
諏
氏

は
「

taき
配
対
策
は
コ
ロ
ナ

に
よ
っ
て
規
樅
や
形
状
が
四
対
策
で
も
あ
る
。
住
民
全
且

な
る
の
で
一
律
の
品
準
は
示
が
世
代
や
生
活
様
式
を
問

せ
な
い
が
、
行
瑯
組
合
は
安
わ
ず
、
当

m者
怠
識
で
議
論

全
面
に
配
団
し
て
、
共
用
部
す
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
話

分
の
使
い
方
を
決
め
て
ほ
し
す
。




